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平
成
三
十
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　
　

火
の
確
認

　

平
成
三
〇
年
度(

第
九
〇
回)

殉
職
消
防

職
・
団
員
慰
霊
祭
が
、
八
月
二
二
日(
水)

午
前
一
一
時
か
ら
秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸

の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
前
に
お
い

て
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と
な
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
ご
遺
族
の
方
一
三
名
の

ほ
か
ご
来
賓
、
消
防
協
会
役
員
な
ど
四
九

名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
招
魂
な
ど
の
神
事
の
後
、

中
田
潤
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
「
招
魂
碑

に
合
祀
さ
れ
て
お
り
ま
す
四
五
柱
の
御
霊

は
、
郷
土
の
平
安
と
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
願
い
、
我
が
身
の
危
険
を
も
顧
み

ず
勇
猛
果
敢
に
懸
命
な
消
防
防
災
活
動
を

遂
行
す
る
な
か
、
尊
く
も
職
に
殉
じ
ら
れ

ま
し
た
。
不
屈
の
消
防
魂
を
も
っ
て
最
後

ま
で
消
防
人
と
し
て
の
職
責
を
全
う
さ
れ

た
そ
の
崇
高
な
精
神
は
、
県
内
消
防
人
の

鑑
で
あ
り
、
今
も
私
達
の
心
に
生
き
続

け
、
皆
が
等
し
く
賛
辞
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
我
々
消
防
人
は
、
郷
土
愛
護
の

精
神
と
強
固
な
団
結
力
を
も
っ
て
、
御
霊

の
ご
遺
訓
を
胸
に
、

一
致
団
結
し
て
厄
災

を
防
止
し
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
最
善
の
努
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓

う
」
と
祭
主
祭
文
を

奏
上
し
ま
し
た
。

　

堀
井
啓
一
秋

田
県
副
知
事
は

ご
来
賓
を
代
表

し
て
「
殉
職
者

の
皆
様
が
身
を

も
っ
て
示
さ
れ

た
崇
高
な
精
神

と
果
敢
な
行
動

は
、
着
実
に
本

県
消
防
人
の
間

に
受
け
継
が
れ

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
皆

様
の
御
功
績
を

心
か
ら
讃
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
御
遺
志
に
応
え
る
た
め

に
も
、
今
後
も
消
防
、
防
災
体
制
の
強
化

に
努
め
、
県
民
が
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
誓
う
」
と
慰
霊
の
こ
と
ば
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
に
続
き
、
玉
串
奉
奠
が

行
わ
れ
、
中
田
会
長
、
ご
遺
族
を
代
表
し

て
杉
渕
景
悦(
潟
上
市)

様
、
栗
山
尚
子(

鹿

角
市)

様
、
ご
来
賓
の
方
々
が
御
霊
の
冥

福
を
祈
り
、
最
後
に
送
魂
の
神
事
が
行
わ

れ
、
慰
霊
祭
は
滞
り
な
く
終
え
ま
し
た
。

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
八
月
二
二
日（
水
）に
開
催
す

る
慰
霊
祭
に
先
立
ち
、
二
〇
日（
月
）に
五

四
名
の
入
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
は
、
碑
内
の
玉
石
を
移
動
さ
せ
て

枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
た
り
、
碑
周
囲

の
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い
た
ほ
か
、
碑
に

付
着
し
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ
を
水
を
か
け

て
洗
い
流
し
ま
し
た
。
清
掃
後
、
参
加
者

全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
向
か
い
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
七
二
期
初
任
教
育
入
校
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

平
成
三
〇
年
度
殉
職
消
防
職・団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う
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一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
第
二

回
理
事
会
は
、
八
月
二
二
日(

水)

、
平
成

三
〇
年
度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
終

了
後
、
秋
田
市
中
通
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
協
議
事
項
、
報

告
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

【
協
議
事
項
】

①
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
の
上
申

　
　

表
彰
旗
、竿
頭
綬
な
ど
の
表
彰（
功
績

章
及
び
精
績
章
の
女
性
枠
各
一
名
を
含

む
）に
つ
い
て
は
、各
支
部
内
申
の
と
お

り
、
特
別
表
彰
ま
と
い
は
小
坂
町
消
防

団
を
上
申
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
優
良
婦
人
消
防
隊
（
消
防
隊

員
）に
関
し
て
は
、支
部
か
ら
の
内
申
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
秋
田
県
消
防

協
会
定
例
表
彰

　
　

勤
続
章
と

　

功
労
章
は
、

　

各
支
部
か
ら

　

上
申
の
と
お

　

り
授
与
す
る

　

こ
と
が
承
認

　

さ
れ
ま
し
た

　

・
勤
続
章

　
　

六
二
三
名

　

・
功
労
章

　
　

二
三
名

　

・
消
防
団
員
家
族
表
彰

　
　
　

六
家
族
（
一
九
名
）

③
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
の
表
彰
に

　

つ
い
て

　
　

平
成
三
一
年
度
の
大
会
か
ら
、
優
勝

団
（
ポ
ン
プ
車
の
部
及
び
小
型
ポ
ン
プ

の
部
）に
対
し
て
、個
人
表
彰
を
行
う
の

か
協
議
し
た
結
果
結
論
に
至
ら
ず
、
再

度
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

④
新
日
本
消
防
会
館
建
設
に
対
す
る

　

消
防
関
係
者
の
協
力
に
つ
い
て

　
　

各
理
事
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
意
見
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

【
報
告
事
項
】 

①
平
成
三
〇
年
度
消
防
車
両
の
交
付
要
望

　
　

六
消
防
団
か
ら
交
付
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

同
年
度
に
同
車
種
は
申
請
で
き
な
い

こ
と
な
ど
を
考
慮
、調
整
し
た
結
果
、三

団
体
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
平
成
三
〇
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
　

六
月
一
二
日（
火
）及
び
七
月
三
一
日

（
火
）に
開
催
し
た
、
女
性
団
員
九
名
で

構
成
す
る「
開
催
準
備
委
員
会
」に
お
い

て
、
今
年
度
は
一
一
月
二
三
日(

金
）に

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
今
年
度
は
新
た
に
秋
田
市
消

防
本
部
の
協
力
を
得
て
、防
災
教
室（
○

×

ク
イ
ズ
〜
秋
田
編
〜
）
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、会
議
の
前
段
で「
消
防
個
人
年

金
」の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

③
全
県
消
防
団
長
研
修
会

　
　

一
二
月
七
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

　
　

研
修
内
容
等
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
、各
消
防
団
に
連
絡
し
ま
す
。

④
消
防
団
員
研
修

　

■
第
八
期
女
性
消
防
団
員
教
育

　
　

一
〇
月
二
七
日（
土
）〜
二
八
日（
日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
指
導
員
研
修

　
　

一
一
月
一
七
日（
土
）〜
一
八
日（
日)

    　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

分
団
指
揮
課
程

　
　

平
成
三
一
年
三
月
二
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日（
日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
基
礎
教
育

　
　

平
成
三
一
年
三
月
九
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
日（
日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

現
場
指
揮
課
程

　
　

平
成
三
〇
年
三
月
一
六
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
日（
日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

※

日
本
消
防
協
会
主
催
の
研
修
は
秋
田
県
消
防

協
会
へ
、
消
防
大
学
校
が
開
催
す
る
研
修
は

県
総
合
防
災
課
に
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

小
坂
町
消
防
団

　

昭
和
五
一
年　

六
月　

一
日
入　

団

　

平
成
二
〇
年　

六
月　

一
日
分
団
長

　

平
成
二
四
年　

四
月　

一
日
副
団
長

　

平
成
三
〇
年　

八
月　

一
日
団　

長

　

第
五
五
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
　

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
三
〇
年
八
月
八
日（
水
）、
午
後
二

時
か
ら
秋
田
市（
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
）に
お

い
て
、
「
第
五
五
回
秋
田
県
消
防
操
法
大

会
」
の
出
場
順
を

決
め
る
抽
選
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
支

部
の
代
表
な
ど
二

四
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

開 

催 

日
：
一
〇
月
一
九
日(

金)

　

開
催
場
所
：
富
山
市(

富
山
県
広
域
消

　
　
　
　
　
　
　

防
防
災
セ
ン
タ
ー)

★
秋
田
県
代
表
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場

し
ま
す
。

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

第
二
六
回
全
国
消
防
操
法
大
会

 

さ
わ 

 

ぐ
ち 

の
り 

 

お

　

澤　

口　

紀　

夫

　

昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
三
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
六
歳
）

　

自
営
業

新
消
防
団
長
紹
介
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「
継
続
は
力
な
り
」

　

「
火
事
だ
！
、
火
事
だ
！
」
人
が
叫
ぶ

声
で
目
を
覚
ま
す
。
時
は
年
の
瀬
も
押
し

迫
っ
た
一
二
月
三
〇
日
の
深
夜
、
取
る
物

も
取
ら
ず
半
纏
だ
け
を
纏
い
外
に
飛
び
出

し
た
。
そ
の
時
だ
っ
た
、
真
っ
赤
な
炎
が

視
界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
ん
で
す
。
す
で

に
三
軒
目
に
火
が
廻
っ
た
状
況
で
し
た
。

こ
の
時
私
は
、
鷹
巣
町
消
防
団
第
七
分
団

の
入
団
四
年
目
で
、
団
で
は
一
番
の
ぺ
ー

ぺ
ー
で
し
た
。

　

私
は
入
団
し
た
年
か
ら
ポ
ン
プ
車
操
法

の
二
番
員
に
抜
擢
さ
れ
、
何
が
何
だ
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
熱
血
漫
画
の
如
く
練
習
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

の
時
間
や
、
朝
五
時
か
ら
な
ど
選
手
の
都

合
の
良
い
時
間
帯
に
練
習
が
繰
り
返
さ
れ

夜
の
練
習
で
は
、
終
わ
る
と
ポ
ン
プ
小
屋

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(二)

第14回

佐
藤　

将
人

・
北
秋
田
市
消
防
団

　

分
団
長

・
勤
続
三
〇
年

・
団
体
職
員

に
ゴ
ザ
を
敷
き
、
缶
詰
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

つ
ま
み
に
、
冷
た
い
飲
物
を
手
に
持
ち
、

練
習
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
以

外
の
団
員
は
、
そ
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で

す
が
、
我
々
選
手
は
た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い

た
後
座
り
込
む
の
で
、
尻
が
痒
か
っ
た
思

い
が
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
結
果
は
、
支
部
大
会
で
二
位

に
な
っ
た
も
の
の
、
大
北
大
会
で
は
操
法

開
始
後
、
自
動
車
か
ら
降
車
の
際
、
ド
ア

を
閉
め
た
反
動
で
ホ
ー
ス
が
台
か
ら
落
ち

四
メ
ー
ト
ル
程
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

「
わ
！
な
ん
だ
」
と
思
っ
た
瞬
間
か
ら
、

も
う
ダ
メ
だ
と
感
じ
な
が
ら
転
げ
落
ち
た

ホ
ー
ス
を
巻
き
、
第
一
線
を
展
開
し
、
一

番
員
の
元
へ
走
り
ま
し
た
。
考
え
る
間
も

な
く
「
第
二
線
延
長
始
め
」
の
号
令
が
か

か
る
。
「
よ
し
！
」
の
か
け
声
と
共
に
次

の
動
作
に
移
る
、
こ
こ
か
ら
は
全
力
疾

走
、
落
ち
た
ホ
ー
ス
の
巻
き
取
り
時
間
を

少
し
で
も
縮
め
よ
う
と
気
が
焦
る
、
第
二

線
の
管
そ
う
を
背
負
い
ホ
ー
ス
を
持
ち
、

ポ
ン
プ
後
方
か
ら
前
方
へ
向
か
お
う
と
し

た
時
で
し
た
。
足
が
滑
っ
て
転
倒
、
幸
い

ホ
ー
ス
は
何
と
も
な
く
直
ぐ
に
走
り
出

し
、
二
線
を
展
開
し
余
裕
ホ
ー
ス
を
取

り
、
管
そ
う
を
構
え
三
番
員
を
待
ち
ま
し

た
。
ホ
ー
ス
が
繋
が
れ
る
音
を
聞
き
「
第

二
線
延
長
」
の
号
令
を
か
け
火
点
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

結
果
は
散
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り

の
み
ん
な
は
「
よ
く
頑
張
っ
た
」
「
ご
苦

労
さ
ん
」
な
ど
競
技
中
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

の
こ
と
は
一
言
も
触
れ
ず
、
温
か
い
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
逆
に
私

の
気
持
ち
を
重
く
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
の
悔
し
い
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
二
年
、
三
年
、
四
年
と
毎
年
練
習
を

重
ね
た
結
果
、
動
作
も
自
然
に
体
が
動
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

目
の
前
の
炎
は
三
軒
目
の
家
も
の
み
込

も
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
ポ
ン

プ
自
動
車
を
持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

サ
イ
レ
ン
も
鳴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
た
め
、
ポ
ン
プ
小
屋
へ
と
急
ぎ
ま
し

た
。
同
じ
く
し
て
機
関
員
の
先
輩
も
や
っ

て
来
た
の
で
、
私
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
、
先
輩
が
車
を
始
動
さ
せ
二
人
で
ポ
ン

プ
小
屋
を
出
ま
し
た
。
現
場
ま
で
は
も
の

の
一
分
で
到
着
、
水
利
を
確
保
し
私
は
す

ぐ
に
管
そ
う
を
背
負
い
、
ホ
ー
ス
を
展
開

し
て
放
水
を
始
め
ま
し
た
。
既
に
三
軒
が

燃
え
て
い
て
手
が
付
け
ら
れ
な
い
状
況
で

し
た
が
私
は
消
火
し
な
が
ら
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
隣
の
家
に
も
放
水
し
な
が
ら
消
火

に
当
た
り
ま
し
た
。

　

幸
い
そ
れ
以
上
被
害
は
拡
大
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
現

場
で
団
員
が
迅
速
に
行
動
で
き
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
四
年
間
、
先
輩
方
に

鍛
え
ら
れ
、
住
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

練
習
を
重
ね
て
来
た
成
果
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
「
継
続
は
力
な
り
！
」
何
事
も

続
け
る
事
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ

が
で
き
れ
ば
確
実
に
自
分
の
た
め
に
な
る

と
い
う
思
い
で
、
今
後
も
継
続
で
き
る
も

の
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
北
秋
田
市
消
防
団
第
四
分
団
の

長
と
し
て
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
づ
く
り

を
し
、
一
緒
に
活
動
す
る
事
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
消
防
団
に
入
る

若
者
が
少
な
い
中
、
我
が
団
で
は
、
こ
こ

二
年
間
で
、
私
の
家
に
婿
入
り
し
て
く
れ

た
息
子
を
始
め
、
四
名
の
団
員
が
増
え
ま

し
た
が
、
た
だ
増
え
て
も
有
事
の
際
に
動

け
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
訓
練

大
会
へ
出
場
す
る
機
会
も
少
な
く
、
操
法

や
規
律
訓
練
を
行
う
回
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
今
日
、
各
分
団
に
お
い
て
各
々
訓
練

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
、
私

た
ち
消
防
人
と
し
て
の
役
割
や
基
礎
的
な

規
律
を
し
っ
か
り
継
続
し
て
も
ら
う
た

め
、
時
代
に
合
っ
た
消
防
活
動
が
で
き
る

環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
今

回
の
発
表
を
通
し
て
再
確
認
で
き
た
こ
と

を
感
謝
し
、
発
表
を
終
わ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

「
火
族
（
か
ぞ
く
）
」

　

平
成
十
二
年
十
一
月
二
〇
日
、
一
軒
の

　

両
親
も
消
防
団
に
所
属
し
て
お
り
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
若
い
団
員
の
模

範
と
な
り
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
二
番
員
や
水
防
技

術
競
技
大
会
の
指
揮
者
と
し
て
活
躍
、

積
極
的
に
訓
練
に
励
む
姿
に
も
信
頼
を

集
め
て
い
る
。

嶋
田　

裕
介

・
三
種
町
消
防
団

　

団
員

・
勤
続
五
年

・
公
務
員
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家
が
火
事
に
な
り
ま
し
た
。我
が
家
で
す
。

　

私
の
父
は
消
防
団
員
で
す
。
火
事
の

時
、
責
任
を
感
じ
た
父
は
消
防
団
員
を
辞

め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
当
時

の
消
防
長
か
ら
「
責
任
を
感
じ
る
な
ら
消

防
団
員
と
し
て
火
を
消
せ
」
と
励
ま
さ

れ
、
消
防
団
員
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
が
小
中
学
生
の
頃
は
よ
く
操
法
大

会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
町
の
大
会
で
は

毎
年
の
よ
う
に
個
人
賞
を
貰
い
、
子
ど
も

な
が
ら
に
「
凄
い
ん
だ
な
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
は
、
「
大
人
に
な

っ
た
ら
父
と
同
じ
職
場
に
入
っ
て
消
防
団

員
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

私
の
母
は
消
防
団
員
で
す
。
火
事
の
時

は
、
ま
だ
消
防
団
員
で
は
な
く
、
そ
の
後

の
家
の
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
数
年
後
、
私
が
中
学
生
の
頃
に
女
性
消

防
団
員
と
な
り
、
全
国
大
会
に
二
度
出
場

し
ま
し
た
。
家
元
を
離
れ
て
い
た
私
は
、

母
の
活
躍
す
る
姿
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
消
防
団
員
で
す
。
火
事
の
時
、
中

学
二
年
生
だ
っ
た
私
は
呆
然
と
し
、
た
だ

た
だ
焼
け
て
い
く
我
が
家
を
眺
め
て
い
た

こ
と
だ
け
憶
え
て
い
ま
す
。
次
の
日
に
は

燃
え
て
柱
だ
け
に
な
っ
た
我
が
家
を
目
の

当
た
り
に
し
、
住
む
家
が
な
く
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
、

地
元
に
就
職
し
て
か
ら
消
防
団
に
入
る
こ

と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。

　

我
が
家
は
消
防
団
員
で
す
。
あ
る
年
の

出
初
式
で
家
族
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
で
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
す
る
の
は

珍
し
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
我
が
家
に
と

っ
て
は
あ
ま
り
に
当
た
り
前
の
こ
と
で
、

特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
気
は
あ
り
ま
せ

ん
。
操
法
大
会
の
時
期
に
な
る
と
家
の
中

が
慌
た
だ
し
く
な
る
の
も
年
中
行
事
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

　

あ
る
火
事
現
場
で
の
こ
と
で
す
。
サ
イ

レ
ン
と
と
も
に
消
防
小
屋
に
集
合
し
た
の

は
父
と
二
人
だ
け
で
し
た
。
現
場
に
到
着

し
て
作
業
を
終
え
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か

母
も
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
家
の
あ
り

方
な
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
我
が
家
が
火
事
に
な
ら
な
く
て

も
、
家
族
で
消
防
団
に
入
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
火
事
を
き
っ
か
け
に
消
防
団

活
動
へ
の
姿
勢
は
間
違
い
な
く
変
化
し
た

と
思
い
ま
す
。
火
事
を
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
活
動
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

火
事
で
失
う
も
の
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
活
動
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

幼
き
日
に
見
た
父
の
よ
う
に
、
私
の
子

ど
も
達
に
も
背
中
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
も
操
法
大
会
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。

　

「
消
防
団
活
動
で
得
た
も
の
」

　

私
の
入
団
の
き
っ
か
け
は
、
部
落
の
百

姓
の
会
と
い
う
農
家
の
勉
強
会
で
の
酒
の

席
で
し
た
。

　

「
ナ
ー
角
、
お
め
ど
ご
消
防
さ
ひ
で
ど

も
農
協
職
員
だ
か
ら
だ
め
だ
ど
も
な
」
当

時
旧
若
美
町
で
は
、
団
体
職
員
の
入
団
が

で
き
な
い
条
例
で
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
入
り
た
く
な
る
の
が
私
の

性
分
、
こ
の
会
に
は
職
員
さ
ん
も
い
た
の

で
あ
の
手
こ
の
手
で
三
年
目
の
、
平
成
二

年
一
月
一
日
に
よ
う
や
く
入
団
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
新
入
団
員
に
待
ち
構
え
て
い
る

も
の
は
、
操
法
大
会
で
す
。
毎
日
の
よ
う

な
練
習
、
整
列
・
点
呼
・
定
位
置
・
ホ
ー

ス
の
展
張
、
週
一
回
の
放
水
訓
練
、
手
に

竹
の
棒
を
持
っ
た
鬼
の
よ
う
な
先
輩
団

員
、
練
習
が
終
わ
る
と
近
く
の
居
酒
屋
で

反
省
会
、
飴
と
鞭
の
使
い
方
が
非
常
に
上

手
な
幹
部
た
ち
、
そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ

う
に
日
常
生
活
、
何
を
す
る
に
も
規
律
と

節
度
優
先
で
ト
イ
レ
の
便
器
に
向
か
う
に

も
四
五
度
・
九
〇
度
・
一
八
〇
度
の
方
向

変
換
時
に
は
「
よ
し
」
の
声
も
自
然
に
出

ま
す
。
ま
わ
り
の
人
が
見
る
と
、
こ
い
つ

変
な
や
つ
だ
ナ
ー
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
有
事
の
際
、
操
法
の
練

習
が
役
に
立
つ
の
で
す
。

　

火
事
現
場
で
は
住
民
の
方
々
も
手
伝
っ

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
ホ
ー
ス
を
五
本
も

展
張
し
て
私
が
六
本
目
の
結
合
を
し
よ
う

と
し
た
ら
、
金
具
が
逆
で
し
た
。
こ
の
人

達
が
操
法
の
練
習
を
し
て
い
れ
ば
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
に
も
大

失
敗
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
入
団
し
て

二
・
三
年
の
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
住

宅
火
災
の
時
で
す
。
私
た
ち
の
後
に
分
署

が
来
た
の
で
先
を
譲
り
横
に
そ
れ
ま
し

た
。
状
況
は
中
が
燃
え
、
手
前
が
煙
で
く

す
ぶ
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
分
署
は
中
々

前
に
進
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
見
て
い
た
私

が
署
員
に
い
ら
な
い
言
葉
を
か
け
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
「
オ
メ
ガ
タ
い
が
ね
ば
お

ら
ほ
で
イ
グ
が
」
す
か
さ
ず
分
署
署
員
か

ら
「
バ
ガ
で
ね
が
、
状
況
見
れ
、
死
ぬ
に

い
ぐ
き
だ
が
、
ま
ず
自
分
の
身
を
守
ら
ね

ば
ね
ん
だ
」
本
当
に
恥
ず
か
し
い
限
り
で

し
た
。

　

式
典
や
会
議
な
ど
で
よ
く
「
消
防
団
は

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
り
住
民
の
生
命

身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
・
・
・
」

と
い
う
挨
拶
が
聞
か
れ
ま
す
。
私
も
こ
の

言
葉
が
消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
だ
と
思

っ
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
私

た
ち
は
、
公
務
災
害
を
出
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。

　

お
陰
様
で
私
た
ち
の
部
は
、
公
務
災
害

が
な
く
、
部
の
構
成
は
積
載
車
と
小
型
ポ

ン
プ
、
団
員
は
一
七
名
、
年
齢
は
二
〇
歳

か
ら
六
五
歳
で
中
に
は
大
学
生
も
入
団
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
団
員
を
守
る
の
も
私

の
仕
事
な
の
で
す
。

角
崎　

裕
継

・
男
鹿
市
消
防
団

　

部
長

・
勤
続
二
八
年

・
農
業

　

日
ご
ろ
か
ら
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
責
任
感
の
強
さ
と
そ
の
行

動
力
か
ら
、
部
下
団
員
の
信
頼
を
集
め

て
お
り
ま
す
。
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こ
の
二
八
年
間
で
得
た
も
の
は
、
地
域

住
民
と
の
信
頼
関
係
、
団
員
と
の
絆
、
そ

し
て
命
の
尊
さ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
災

害
の
な
い
こ
と
を
祈
り
、
団
員
、
地
域
住

民
と
の
絆
を
深
め
消
防
団
活
動
に
邁
進
致

し
ま
す
。

第 72 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

実
務
研
修
を

　

 　
　

 
終
え
て

　

今
回
で
二
回
目
と
な
る
一
当
務
勤
務
の

実
務
研
修
は
、
前
回
よ
り
も
充
実
し
た
研

修
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
内
容
と
し

て
は
、
朝
の
交
替
要
領
、
梯
上
放
水
要

領
、
三
連
梯
子
の
取
扱
い
や
応
用
梯
子
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
最
後
の
実
務
研
修
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
属
の
上
司
に
こ
れ
ま
で
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
て
、
成
長
し
た
姿
を
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
訓
練
不
足
で

指
摘
さ
れ
る
点
が
多
く
あ
り
、
そ
の
点
を

修
正
し
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
訓
練
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
所
属
に
戻
れ
ば
、
市
民
は
私
を
一
人

の
消
防
士
と
し
て
頼
っ
て
き
ま
す
し
、
消

児
玉　

龍
一
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そ
の
後
応
用
訓
練
を
実
施
し
た
。
ど
の
訓

練
で
も
、
面
体
を
着
装
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
実
施
す
る
こ

と
を
全
員
で
心
掛
け
て
行
う
よ
う
に
と
言

わ
れ
、
い
つ
も
の
自
分
が
出
し
て
い
る
声

で
は
全
然
足
り
な
い
の
だ
な
と
感
じ
た
。

　

消
防
学
校
で
の
生
活
も
残
り
一
ヶ
月
し

か
な
い
。
あ
と
一
ヶ
月
後
に
は
、
本
日
勤

務
し
た
方
々
と
共
に
勤
務
を
す
る
。
応
用

訓
練
等
で
の
副
署
長
か
ら
の
反
省
で
、

「
ロ
ー
プ
に
な
れ
る
こ
と
」
、
「
火
点
に

は
絶
対
背
を
向
け
な
い
こ
と
」
の
二
つ
を

今
後
の
課
題
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

た
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
二
つ
を
頭
に
入
れ

改
善
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、

現
場
で
一
つ
で
も
多
く
使
え
る
隊
員
に
な

り
た
い
。
今
回
学
ん
で
き
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
訓
練
等
に
生
か
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

　

今
回
は
三
回
目
の
実
務
研
修
で
し
た
。

ま
ず
朝
に
事
務
室
に
入
っ
た
時
に
気
が
引

き
締
ま
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し

た
。
学
校
に
い
る
間
は
災
害
に
出
動
す
る

こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
の
生
活
に
慣
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
普
段
学
校
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き

な
い
緊
張
感
を
感
じ
ま
し
た
。
初
任
教
育

を
終
え
る
と
す
ぐ
に
仕
事
が
始
ま
る
の

で
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
て
い
つ
で
も

防
署
の
チ
ー
ム
の
一
人
と
し
て
活
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
訓
練
で
沢
山
失
敗

し
反
省
し
、
災
害
時
に
は
適
切
に
対
応
で

き
る
消
防
士
に
な
り
た
い
で
す
。

　

卒
業
ま
で
残
り
一
ヶ
月
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
所
属
に
戻
っ
て
し
っ
か
り
活
動

で
き
る
よ
う
な
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残

り
少
な
い
で
す
が
、
一
層
勉
学
や
訓
練
に

気
合
い
を
入
れ
て
励
ん
で
、
や
り
き
っ
た

と
思
え
る
よ
う
悔
い
の
な
い
学
校
生
活
を

送
り
た
い
で
す
。
消
防
吏
員
そ
し
て
社
会

人
と
し
て
、
も
っ
と
成
長
し
て
市
民
の
安

全
安
心
を
守
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
で

す
。

　

今
回
の
実
務
研
修
は
最
後
の
研
修
で
あ

っ
た
。
所
属
で
の
勤
務
が
始
ま
る
と
、
自

分
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
務
を

し
っ
か
り
覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

し
か
し
、
訓
練
で
は
日
ご
ろ
か
ら
消
防

学
校
で
行
っ
て
い
る
内
容
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
多
く
の
指
摘
を
受
け
て
し
ま
っ

た
。
特
に
基
本
結
索
の
部
分
が
多
か
っ

た
。
基
本
結
索
は
現
場
で
も
多
用
さ
れ
る

た
め
完
璧
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
結
索
が
遅
か
っ
た
り
間
違
っ
て
し
ま

う
と
、
活
動
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し

て
し
ま
う
の
で
、
消
防
学
校
に
い
る
間
に

何
度
も
練
習
し
て
、
見
な
く
て
も
作
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
な
り
た
い
と
思
う
。

そ
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
学
生
に
足
り
な
い

も
の
は
返
事
や
大
き
な
声
で
あ
る
こ
と
も

指
摘
を
受
け
た
。
返
事
は
誰
に
で
も
で
き

る
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
上

で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
現
場
で
は

様
々
な
騒
音
が
あ
る
中
で
活
動
す
る
た

め
、
大
き
な
声
で
な
け
れ
ば
届
か
な
い
。

ど
れ
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
意
識
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

勤
務
が
始
ま
る
と
、
初
め
は
雑
務
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
上
司
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
こ
ま
め
に
メ
モ
を
取
り
、

二
度
と
同
じ
こ
と
を
聞
か
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　

私
は
八
月
一
三
日
八
時
半
か
ら
一
四
日

の
八
時
半
ま
で
、
秋
田
消
防
署
に
て
二
回

目
の
実
務
研
修
当
務
勤
務
を
行
っ
た
。
朝

七
時
四
五
分
に
出
勤
し
、
午
前
中
は
車
両

の
点
検
要
領
を
実
施
し
、
ポ
ン
プ
車
、
化

学
車
、
指
揮
車
の
積
載
物
の
点
検
、
積
載

場
所
の
確
認
を
行
っ
た
。
現
場
に
出
た
と

き
や
出
る
前
後
に
は
、
あ
る
べ
き
も
の
を

そ
こ
に
置
き
、
常
に
持
ち
出
せ
る
状
態
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
資
機
材
の

あ
る
場
所
、
位
置
を
早
く
確
実
に
覚
え
た

い
と
改
め
て
感
じ
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
体
力
錬
成
と
梯
上
放
水
、
応
急
梯
子
、
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は
、
午
前
中
に
火
災
指
令
が
あ
り
、
実
際

に
火
災
現
場
へ
出
動
す
る
様
子
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
機
材
点
検
中
の
出

動
指
令
だ
っ
た
の
で
、
勤
務
中
は
常
に
気

を
抜
か
ず
に
出
動
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
身
に
し
み
て
実
感
し

ま
し
た
。
午
後
は
防
火
衣
や
呼
吸
器
の
着

装
、
ホ
ー
ス
延
長
か
ら
放
水
す
る
一
連
の

流
れ
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
ホ
ー
ス
延
長
の
際
に
二
重
巻
き
ホ

ー
ス
を
島
田
折
り
に
変
換
し
、
真
冬
に
雪

が
積
も
っ
て
い
る
状
況
で
も
効
率
良
く
ホ

ー
ス
延
長
す
る
た
め
の
訓
練
で
、
ス
ピ
ー

ド
を
意
識
し
過
ぎ
て
、
焦
り
が
出
て
島
田

折
り
を
上
手
く
で
き
ず
に
、
ホ
ー
ス
延
長

も
乱
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
の
現
場

で
も
緊
張
す
る
中
で
、
い
か
に
正
確
に
迅

速
に
行
う
か
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
の

で
、
学
校
の
訓
練
で
も
今
ま
で
以
上
に
現

場
を
意
識
し
て
、
強
靱
な
精
神
力
を
身
に

付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
務
研
修
で
は
、
日
々
の
積
み

重
ね
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
結

索
も
ま
だ
ま
だ
全
然
ロ
ー
プ
に
手
が
つ
い

て
い
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
繰
り
返
し
練

習
し
て
い
き
た
い
で
す
。
消
防
学
校
を
卒

業
し
て
所
属
に
戻
っ
た
際
に
、
地
域
の

方
々
に
は
先
輩
方
と
同
じ
く
消
防
士
と
し

て
恥
を
か
か
な
い
よ
う
に
、
残
り
の
一
ヶ

月
で
自
分
の
足
り
な
い
部
分
に
磨
き
を
掛

け
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

二
回
目
の
泊
ま
り
の
あ
る
最
後
の
実
務

研
修
を
行
っ
た
。今
回
の
実
務
研
修
で
は

三
連
梯
子
、救
急
に
つ
い
て
の
訓
練
で
、ま

ず
三
連
梯
子
は
基
本
の
動
き
や
応
急
梯
子

救
出
を
行
っ
た
。基
本
の
動
き
は
学
校
で

の
訓
練
の
成
果
を
し
っ
か
り
出
す
こ
と
が

で
き
、
以
前
よ
り
も
早
く
な
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
し
自
信
に
も

な
っ
た
。応
急
梯
子
救
出
は
、訓
練
の
成
果

は
出
せ
た
が
時
間
が
結
構
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。結
索

な
ど
を
繰
り
返
し
行
い
、
少
し
で
も
早
く

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
救
助
隊
の
方
々
が
高
所
か
ら

落
ち
て
足
を
ケ
ガ
し
登
っ
て
来
ら
れ
な
い

と
い
う
想
定
の
訓
練
を
見
学
し
た
。
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ム
な
ど
で
使
う
ロ
ー
プ
で
救
出

し
た
り
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

次
に
救
急
に
つ
い
て
行
っ
た
が
、
学
校
で

学
ん
だ
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
バ
ッ
ク
ボ
ー

ド
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
扱
い
方
に
つ
い

て
訓
練
し
た
が
、
学
ん
だ
と
お
り
で
き
た

と
思
う
。
人
を
乗
せ
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
は
重
く
、
な
か
な
か
扱
い
ず
ら
か
っ
た

が
、
こ
の
感
覚
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
夜
に
は
通
信
指
令
室
を
見
学
し
、
た

ま
に
救
急
が
入
り
ど
の
よ
う
に
動
く
か
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。

大
山　

大
之
亮
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災
害
出
動
で
き
る
よ
う
な
緊
張
感
を
持
っ

て
臨
み
た
い
で
す
。

　

今
回
の
実
務
研
修
で
は
、
日
中
に
各
車

両
の
資
機
材
点
検
、
緊
急
梯
子
救
出
訓

練
、
暑
熱
順
化
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
緊

急
梯
子
救
出
で
は
先
輩
方
の
迅
速
な
活
動

を
見
学
し
、
ほ
か
に
も
梯
子
を
使
用
し
た

様
々
な
救
出
方
法
も
見
学
し
ま
し
た
。
一

秒
を
争
う
現
場
で
ど
れ
だ
け
速
く
救
出
で

き
る
か
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
梯
子
の

取
扱
い
や
救
出
活
動
等
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

迅
速
に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で

す
。
暑
熱
順
化
訓
練
で
は
四
〇
分
間
防
火

衣
、
呼
吸
器
を
着
装
し
て
動
き
続
け
ま
し

た
。
現
場
で
は
訓
練
以
上
に
汗
を
か
く
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
し
て
暑
さ
に
慣

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。
夜
間
は
一
一
九

番
通
報
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
通
信
勤

務
に
就
き
ま
し
た
。

　

初
任
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
の
残
り
少

な
い
期
間
を
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
三
回
目
の
実
務
研
修

と
い
う
こ
と
で
隔
日
勤
務
を
し
た
が
、
初

任
教
育
で
の
生
活
と
は
異
な
り
、
上
司
や

同
僚
の
方
々
と
共
に
勤
務
し
て
良
い
機
会

で
あ
っ
た
。

　

午
前
中
は
各
車
資
機
材
点
検
、
三
連
梯

子
を
用
い
た
応
用
訓
練
を
実
施
し
、
午
後

に
は
暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
及
び
通
信

業
務
に
あ
た
っ
た
。
各
車
資
機
材
点
検
で

は
ポ
ン
プ
車
と
救
助
工
作
車
を
点
検
し
、

出
場
の
際
に
不
備
が
な
い
よ
う
一
つ
一
つ

点
検
し
実
施
で
き
た
。
そ
の
後
、
三
連
梯

子
の
訓
練
を
実
施
し
、
手
振
り
要
救
助
者

の
救
出
方
法
等
、
緊
急
梯
子
を
用
い
、
三

連
梯
子
の
取
扱
い
要
領
な
ど
再
確
認
し
暑

熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
防
火
衣
及

び
空
気
呼
吸
器
を
全
着
装
し
、
消
防
署
の

敷
地
全
面
を
活
用
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
た
。
面
体
を
着
装
し
訓
練
塔
を
登

っ
た
り
、
車
庫
内
で
屋
内
進
入
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
等
四
〇
分
間
休
ま
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
。

　

夜
間
勤
務
で
は
、
通
信
指
令
室
に
入
り

実
際
に
通
信
勤
務
を
し
た
。
私
は
過
去
に

一
日
中
通
信
専
属
で
勤
務
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
い
つ
も
以
上
に
緊
張
勤
務
で
遂
行

で
き
た
。

　

初
任
教
育
で
の
生
活
と
は
異
な
り
、
実

務
研
修
を
し
た
こ
と
で
良
い
刺
激
を
も
ら

い
、
こ
れ
か
ら
の
初
任
教
育
で
の
残
り
一

ヶ
月
を
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　

八
月
一
三
日
、
一
四
日
に
角
館
消
防
署

に
て
、
初
任
教
育
期
間
中
最
後
の
実
務
研

修
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
実
務
研
修
で

村
山　

宥
人

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部
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今
回
の
研
修
も
沢
山
の
こ
と
を
学
べ
た

の
で
、
今
後
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
研
修
は
、
角
館
署
で
の
研
修
に

続
き
、
大
曲
消
防
署
で
の
二
度
目
の
一
日

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
に
な
っ
て

か
ら
入
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め

緊
張
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
主
に
防
火
衣
着
装
訓
練
、
呼

吸
器
組
み
立
て
着
装
訓
練
、
応
急
梯
子
救

出
訓
練
、
体
力
錬
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
火
衣
着
装
訓
練
で
は
目
標
の
四
五
秒

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

つ
も
下
衣
の
着
装
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
の
で
、
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
応
急
梯
子
救
出
訓
練
で
は
、

学
校
と
は
場
面
が
異
な
り
屋
内
で
の
活
動

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
二
ひ
ろ
の
三

重
も
や
い
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
テ
ン
シ

ョ
ン
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
狭
い
空

間
で
の
三
連
梯
子
の
扱
い
に
苦
戦
し
た
り

し
た
の
で
、
そ
の
場
所
そ
の
場
面
で
工
夫

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

午
後
の
訓
練
で
は
主
に
救
急
訓
練
、
結

索
訓
練
、ホ
ー
ス
延
長
訓
練
、総
合
消
防
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。救
急
訓
練
で
は
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
の
扱
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。扱
い
方
も
大
事
で
す
が
、不
安
な
要

救
助
者
を
ど
れ
だ
け
安
心
さ
せ
る
よ
う
な

声
か
け
が
で
き
る
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。要
救
助
者
の
立
場
に
立
っ
た
行
動

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

残
り
一
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
が
、
分
か

ら
な
い
事
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
積
極
的

に
訓
練
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
務
研
修
は
、
新
設
さ
れ
た
大

曲
消
防
署
で
の
宿
泊
研
修
で
し
た
。
建
物

の
外
観
や
本
部
、
通
信
指
令
室
な
ど
は
何

度
か
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
仮
眠

室
や
屋
内
訓
練
場
な
ど
初
め
て
見
る
場
所

が
沢
山
あ
り
新
鮮
で
し
た
。

　

訓
練
内
容
と
し
て
は
、
午
前
に
防
火
衣

着
装
、
呼
吸
器
着
装
、
応
急
梯
子
救
出
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
に
は
体
力
錬

成
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
使
い
方
、
Ｃ
Ｐ

Ｒ
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
に
行
っ

た
体
力
錬
成
は
い
つ
も
学
校
で
行
っ
て
い

る
よ
り
回
数
が
多
く
、
ま
た
暑
さ
に
も
や

ら
れ
て
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
訓

練
に
励
ん
で
体
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
朝
は
車
両
点
検
、
清
掃
等
を

行
い
ま
し
た
。
消
防
士
に
な
る
前
は
な
ぜ

点
検
や
清
掃
を
毎
日
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
毎
日
や
ら
な
い
と
い
ざ
使
う
と
な
っ
た

時
に
不
備
が
あ
る
と
困
る
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
欠
か
さ
ず
や
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
の
で
、
所
属
に
戻
っ
て

か
ら
は
真
剣
に
点
検
、
清
掃
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
実
務
研
修
も
終
わ
り
、
消
防
学

校
で
の
生
活
が
残
り
一
ヶ
月
と
い
う
段
階

ま
で
き
ま
し
た
。
基
礎
的
な
こ
と
は
覚
え

ま
し
た
が
、
消
火
活
動
、
救
急
活
動
の
現

場
に
今
す
ぐ
い
け
る
か
と
言
わ
れ
る
と
、

ま
だ
ま
だ
だ
と
思
う
の
で
、
残
り
の
訓
練

に
本
気
で
取
り
組
み
、
沢
山
の
こ
と
を
吸

収
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

澪
利

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

武
田　

海
斗

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

７月17日　山岳救助訓練
　　　　　（田沢湖）

７月26日　交流体育大会
　　　　　　　（山形県消防学校）
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去
る
七
月
一
日（
日
）、
鹿
角
市
役
所
駐

車
場
を
会
場
に
第
七
〇
回
秋
田
県
消
防
協

会
鹿
角
支
部
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
前
日
の
天
気
予
報
か

ら
天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸

い
に
も
好
天
に
恵
ま
れ
消
防
大
会
日
和
と

な
り
、
大
会
に
は
鹿
角
市
、
小
坂
町
か
ら

約
九
〇
〇
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な

っ
て
い
る
鹿

角
市
女
性
消

防
団
員
に
よ

る
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
は
今

年
で
結
成
十

年
目
を
向
か

え
、
今
大
会

で
は
小
坂
町

女
性
消
防
団

員
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き

初
の
共
演
が

実
現
し
華
や
か
な
開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
七
〇
回
大
会
の
節
目
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
と
家
庭
に
お
い

て
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
さ
ら

に
秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
消
防
訓
練

大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

- 16
1
6
9
0

-  5
- 34

-  1
0
0
6
5

-  4
- 16

166
19
30
51
266
24
77

120
19
21
44
204
17
58

16
1
3
3
23
5
16

104
20
27
53
204
12
24

15
1
3
9
28
1
0

平成３０年 平成29年 同期比較
8月 累計 累計8月 年計 8月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

「
鹿
角
支
部
消
防
訓
練
大
会
」

そ
の
運
営
に
協
力
し
、
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
た
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
消
防
協
力
団

体
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
小

坂
町
消
防
団
第
四
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法

は
鹿
角
市
消
防
団
第
五
分
団
が
共
に
安
定

し
た
操
法
を
見
せ
、
大
会
七
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
県
大
会
に
向
け
て
、
さ
ら
に

消
防
操
法
に
磨
き
を
か
け
、
全
県
優
勝
を

め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

消
防
団
」
を
目
標
に
精
進
し
、
鹿
角
の
安

全
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
）


